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課題と事業を始めた経緯 

綾瀬市の習慣化アプリ「みんチャレ」 
でフレイル予防事業 



綾瀬市の概要  4 

出典元 
日本地図：https://livedoor.blogimg.jp/illustrationm/imgs/4/2/425391de.gif 
神奈川県地図：https://d-maps.com/carte.php?num_car=127628&lang=ja 

人口　　　　　８４，３７６人  
高齢者人口　　２３，０３２人  
高齢化率　　　　　２７．３％  
75歳以上人口　１２，９４７人  
（令和５年１月１日現在）  

https://livedoor.blogimg.jp/illustrationm/imgs/4/2/425391de.gif


課題と事業を始めた経緯 

コロナ禍での介護予防事業の停滞から打ち手を探していた 
 
● 市計画において「高齢者の社会参加の推進」「住民主体による通いの場の充実」を

施策展開に掲げたが、感染防止対策により思うように事業展開ができなかった。
令和2年度中は介護予防事業が中止。 

● 自粛期間終了後に身体機能、認知機能の低下について相談が増えていた。 
● コロナ禍で事業を継続するには、ICT活用が必要と課内で話が出た。 

 
そこで、、、 
● eスポーツを検討したり、、 
● その最中、習慣化アプリ「みんチャレ」の紹介を受けた。 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習慣化アプリ「みんチャレ」とは  6 



課題と事業を始めた経緯  7 

● みんチャレを選んだ理由 
○ コロナ禍のような社会情勢や熱中症等の環境要因等に左右されずに健康管理、フレイル

予防を取り入れることができるよう、手元にあるスマートフォンを活用して健康管理や人と
のつながりが途切れないことを知っていただくツールとなることを期待した。 

○ リアルの通いの場を中心に、アプリの使い方に関する講習会を開催し、高齢者が現実の
つながりとインターネット上のつながり両方のメリットを取り入れることで、元気な高齢者
が増えることを狙った。 

 

● 課内で実証の許可をどう取ったか 
○ 令和2年度は介護予防事業が中止。3年計画（高齢者保健福祉計画）の初年度ではあっ

たがコロナ禍による事情の変化に柔軟に対応し、新しいことに前向きな課長からの後押
しもあった。 

○ →予算取りを検討するため、高齢者がスマホを扱えるのか、綾瀬市民の反応はどうかを
検証するために実証を決定した。 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令和3年度 実証事業 

綾瀬市の習慣化アプリ「みんチャレ」 
でフレイル予防事業 



● 実証対象者：地域サロンの会長 
● 告知方法　： 

○ 市内サロン約30弱の団体会長全員に告知、手をあげた7名が参加した 
● 実施内容　： 

○ １）「みんチャレ」の使い方 2回連続講座 
○ ２）アプリ内に綾瀬市の寄付プロジェクトを開設 

令和3年度 実証事業の概要  9 

2021/9/6 第1回目講座の様子  2021/9/13 第2回目講座の様子 



● 寄付プロジェクトとは 
○ みんチャレを続けて貯まるコインを地域の社会貢献

活動に寄付できる仕組み 
○ 協賛企業が寄付品や寄付金を、市が指定した寄付

先に提供する 
 
● 実証で寄付プロジェクトを実施した理由 

○ 寄付による社会貢献は高齢者は好きそう 
○ 企業もCSRを意識していて、マッチングできるのでは

と考えた 
○ 神奈川県の協力があり、協賛企業のカゴメ株式会社

様との調整がついていた 

令和3年度 実証事業の概要 - 寄付プロジェクト  10 

令和3年度 綾瀬市の寄付プロジェクト 



令和3年度 実証事業の結果 - 歩数の変化  11 

コロナ禍で高齢者の平均歩数がアプリ利用5ヶ月後に1000歩増加した 



令和3年度 実証事業の結果 - 投稿数の変化  12 

高齢者はアプリに1日平均2回投稿を継続できていた 

実際の参加者のやりとり 



令和3年度 実証事業の結果 - 実証から予算化へ  13 

● 実証をやってみての感触 
○ 参加者は全員途中で挫折するとか、スマホを操作してネガティブに反応す

る方はいなかったため、この反応を見てやれると思った。 
○ 成果を歩数という客観的データで増加したと示せるのがよかった。（これま

では基本チェックリストで主観的健康感を評価していた。） 
 

● →実証結果を課内に共有し、新規事業として予算化することで合意した。 



予算確保にあたっての工夫  14 

● 財源 
○ 地域支援事業交付金の活用 

 
● 課内での調整 

○ 介護予防事業の整理・見直しの時期 
 
● 財政担当への説明 

○ 事業の内容に関する質問が多数だったが、ネガティブなコメントはなし 
○ 委託先企業より提供があった資料でアプリの機能を説明 
○ 全体予算は、前年度を超えるものではなかった 

 
● 議会の反応 

○ 新規事業として注目され、議員からはポジティブなコメントあり
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令和4年度 事業 本格開始とこれから 

綾瀬市の習慣化アプリ「みんチャレ」 
でフレイル予防事業 



令和4年度 事業 本格開始  16 

コロナ蔓延の影響で、当初スケジュールや対象者の変更を余儀なくされた 

当初計画 



令和4年度 事業 本格開始  17 

コロナ蔓延の影響で、当初スケジュールや対象者の変更を余儀なくされた 

＜コロナによる影響＞ 
夏のオミクロン株蔓延の影響で講座開催時期が見直しになり、 

対象者は当初サロン団体向けを想定していたが、 
サロンが軒並み活動自粛となったことから 

地域包括支援センターの協力を得て告知することに変更 



令和4年度 事業 地域包括支援センターへの協力依頼  18 

みんチャレ講座の告知を市内全4カ所の地域包括支援センターへ依頼 

● 地域包括支援センターへの協力要請の工夫 
● 包括では介護予防事業はやっておらず、相談業務で手いっぱい 
● これまでの市と包括の歴史的協力体制がある 

○ 最初は市の直営１箇所でH24年度から委託を徐々に増やしていった 
○ 以降も市の直営包括を中心に業務を回し、包括と市の協力関係を築いて

きた 
 

● 業務増やすことは負担になるが、予算確保や講師派遣は市が持つため、包括
では告知と集客をお願いしたいと分担を依頼した 



事業の周知  19 

市の広報誌や地域包括支援センターでのチラシ配布により事業を周知 

チラシ 市の広報誌 



事業の実施 - 各地域包括支援センターでのみんチャレ講座  20 

2022年11月29日 道志会 1回目講座  2022年12月7日 泉正園 2回目講座 2022年11月30日 泉正園 1回目講座 

2022年12月9日 社の郷 1回目講座 

スマホを使った教室に
最初は緊張気味だった
参加者、 
 
仲間といっしょに取り組
むことで和気あいあいと
笑顔に 



事業の実施 - 寄付プロジェクト  21 

2022年9月1日に、 
綾瀬市の寄付プロジェクトを公開！ 
協賛　：サントリービバレッジサービス株式会社様 
寄付品：500人分の清涼飲料 
 

2023年2月には、 
2回目の寄付プロジェクトを公開予定！ 

参加者の声 

「みんチャレのおかげで毎日1万歩歩けている。 
　寄付がやりがいになっていて、500枚綾瀬に寄付した。 
　今は840枚溜めていて、次の寄付をするのが楽しみ。」 



事業の実施 - アプリ内のやりとりの様子  22 

雨でも少し散歩に  

仲間で感想を共有、
会話も盛り上がって
いる様子！ 

仲間の写真を褒め
合い継続できている
様子 

近所の景色
についての
話題 



事業の成果 – 参加者数、継続率  23 

雨でも少し散歩に  

累計チーム参加者数 現在のチーム参加者数

● 累計参加者数は44名、現在のチーム参加者数は32名（令和3年度の参加者含む）。 
● 継続率（※）は、60日間67%、90日間61%、180日59%となり、90日続くとその後も継続する傾向あ

り。 
○ ※継続率の定義：チームに参加し続けているかどうか。投稿しない利用者はチームから自動退出に

なる。  



事業を実施してみて感じた点  24 

高齢者へのアプリ浸透のハードルは大きいが、 
丁寧にお伝えすればできないことはないと確信できた 

● 高齢者のスマホのハードル 
○ Google Playがロック、QRコードは読んだことない 
○ 新しいアプリを入れることの抵抗（知らない間に課金されないか） 
○ インターネットに対する不安・家族からの心配（勝手に変な操作をしないか） 

 
● よかった点 

○ 単純に「楽しい」といってくれる人が多い 
○ 高齢者期で新しいことは億劫で習得できるかを不安に感じる方は多いと思う

が、高齢期でもできないことはないと思えた 



出典：厚生労働省「e-ヘルスネット」より  
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/exercise/s-07-001.html  

 まとめ ～スマートフォンを使ったフレイル予防は成立するか～ 27 



今後の展望  28 

● 若者を巻き込んだ他世代交流で、高齢者のサロンにてス
マホのよろず相談ができるような、若者が気軽に参加して
もらえるような仕組みを作っていきたい。 
 

● 市ではスマホ教室も実施しているが、高齢者だと単発講
座での習得は難しいため、みんチャレを組み合わせて、
みんチャレ事業の参加者を増やしていく。 
 

● 「フレイル予防」という言葉は認知度が低いため、　高齢者
が参加しやすい訴求を工夫していく。 

新しいチラシ 

ICTを活用した高齢者の介護予防支援のため、 
引き続きがんばっていきます！ 


